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 技術士資格の公的活用  
 
（１）中央省庁  

所管省庁 資格の名称 区分 該当技術部門（選択科目） 

総務省 
「政府情報システムの整備及び管理に関する標準ガイドラ

イン(調達する作業内容ごとの人材に関する要求要件) 
技術士 

情報工学， 

上記を選択科目とする総合技術監理  

厚生労働省 

 
労働災害防止のため建設工事などの計画に参画させる有

資格者(労働安全衛生法)  

第二次試験 

合格者 
建設 

 
労働契約期間の特例(専門的知識等を有する労働者)(労

働基準法)  
技術士 全技術部門 

農林水産省 

 
土地改良事業の審査のため農林水産省等が委嘱する専

門技術者(土地改良法)  

第二次試験 

合格者 
農業(農業土木,農村地域計画) 

 
〃 (林野庁)  

治山・林道事業の現場技術業務を委託する場合の公益

法人等の現場技術者(治山・林道事業現場技術者業務委

託実施要領) 

技術士 森林(森林土木) 

 
〃 (  〃 )  

治山・林道事業に係る調査・測量・設計等を外注する場合

の取扱要領に定める技術者(治山・林道事業に係る調査、

測量、設計等を外注する場合の取扱要領) 

技術士 森林(森林土木) 

 
経済産業省  ダム水路主任技術者の選任の許可の要件(電気事業法) 

第一次試験 

合格者 
建設 

第二次試験 

合格者 

建設，農業(農業土木) ， 

上記を選択科目とする総合技術監理 
 
〃(中小企業庁)  

中小企業・ﾍﾞﾝﾁｬ－総合支援事業派遣専門家として登録

される専門家(中小企業支援法) 
技術士 全技術部門 

国土交通省 

設計管理者(鉄道土木、鉄道電気、車両)(鉄道事業法) 
第二次試験 

合格者 
機械，電気電子，建設 

 
宅地造成工事の技術的規準(擁壁､排水施設)の設計者

(宅地造成等規制法)  

第二次試験 

合格者 
建設 

 
公共下水道又は流域下水道の設計又は工事の監督管理

を行う者(下水道法)  

第二次試験 

合格者 
上下水道(下水道) 

一般建設業の営業所専任技術者又は主任技術者 

(建設業法) 

第二次試験 

合格者 

機械，電気電子，建設，上下水道、 

衛生工学，農業(農業土木)， 

森林(林業,森林土木)， 

水産(水産土木)， 

上記を選択科目とする総合技術監理 

特定建設業の営業所専任技術者又は監理技術者 

(建設業法) 

第二次試験 

合格者 

機械，電気電子，建設，上下水道， 

衛生工学，農業(農業土木)、 

森林(林業,森林土木)， 

水産(水産土木)， 

上記を選択科目とする総合技術監理 

建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄとして国土交通省に部門登録をする場合

の専任技術管理者(建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ登録規程) 
技術士 

機械(機械設計,材料力学,機械力学・制御,

動力ｴﾈﾙｷﾞ－,熱工学,流体工学,交通・物流

機械及び建設機械,ﾛﾎﾞｯﾄ,情報・精密機器)，

電気電子，建設， 

上下水道(上水道及び工業用水道, 

下水道)，衛生工学(廃棄物管理)、 

農業（農業土木），森林(森林土木)、 

水産(水産土木)， 

応用理学部門(地質)， 

上記を選択科目とする総合技術監理 

地質調査業者として国土交通省に登録する場合の技術

管理者(地質調査業登録規程) 
技術士 

建設(土質及び基礎)， 

応用理学(地質)， 

上記を選択科目とする総合技術監理 

開発許可申請の場合の設計者(都市計画法) 
第二次試験 

合格者 
建設，上下水道，衛生工学 

国土交通省 

・環境省 

公共下水道又は流域下水道の維持管理を行う者 

(下水道法) 

第二次試験 

合格者 

上下水道(下水道)， 

衛生工学(水質管理,廃棄物管理(汚物処理

を含む))  

  ※ 技術部門名のみは当該選択科目のすべてが対象
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（２）地方自治体等 

 
（３）その他 

所管 資格の名称 区分 内容 

裁判所 

裁判所 

（鑑定人、専門委員、 

 調停委員） 

技術士 

各裁判所から鑑定人等の推薦依頼があった場合など、下記の司法支援を行なう。

採用が決まると裁判所との間で個人契約となる。 

(1) 鑑定人 

求められた鑑定事項に専門家の立場からの意見を述べる。鑑定書の提出を求めら

れるのが一般的である。年齢制限はない。 

(2) 専門委員 

裁判所が任命する非常勤の裁判所職員（特別職の国家公務員）として、指定を受

けた事件について各訴訟手続きで必要な専門的知見に基づく説明を行う。任期 2

年で、年齢制限はない。 

(3) 調停委員 

身分は、専門委員と同様に裁判所が任命する非常勤の裁判所職員で、裁判官と 

調停委員により構成される調停委員会のメンバーとして、訴訟よりは簡易な手続で

ある調停に専門家の立場から関与する。40 歳以上 70 歳未満の年齢制限がある。

林野庁 地域林政アドバイザー 
技術士 

（森林） 

市町村の森林・林業行政全般又は一部について、知識・経験を元にアドバイス等

を行う。具体的な事例を挙げれば以下の通り。（あくまで施策の企画立案や所有者

等への指導といった施策にかかわる事務を対象としており、単なる巡視などの単純

な事務は対象としない。） 

①伐採・造林の指導・監督補助（現地確認、事業体指導） 

②森林経営計画の認定支援（現地確認、事業体指導） 

③民有林における地籍調査、境界明確化活動の支援 

④市町村有林の経営計画の作成、実行管理、事業発注補助 

⑤森林 GIS、林地台帳システムの整備、メンテナンス 

  （新たな土地所有届出や所有者からの修正申出を踏まえたデータの更新） 

⑥路網の整備・管理計画の策定 

⑦市町村森林計画及び構想の作成支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治体名 資格の名称 区分 該当技術部門（選択科目） 

大阪府 

埼玉県 

千葉市 

市原市 

川崎市 

那覇市 他 

 
廃棄物処理施設の技術管理者  技術士 

化学，上下水道，衛生工学，その他

の技術部門（ただし１年以上の実務

経験） 

 
東京都環境局  

指定地球温暖化対策事業所の技術管理者

（環境確保条例） 

技術士 

（省エネルギー診断を実

施する能力を有しているこ

と及び都の定める講習会

修了者） 

機械，電気電子，建設，衛生工学，

環境， 

総合技術監理（機械，電気電子， 

建設，衛生工学，環境） 

 
東京都環境局  

東京都１種公害防止管理者 

（都民の健康と安全を確保する環境に関す

る条例） 

技術士 

（東京都１種公害防止管

理者講習会修了者） 

全技術部門 

各都道府県等 被災宅地危険度判定士 

第二次試験合格者 

（被災宅地危険度判定士

講習会修了者） 

建設，上下水道又は衛生工学（2 年

以上の宅地開発に関する実務経験）
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 他の公的資格取得上の免除等  
 

所管省庁 資格の名称 特典事項 区分 該当技術部門（選択科目） 

総務省 

消防設備士(甲種・乙種) 

 
筆記試験一部免除  第二次試験 

合格者 

機械，電気電子，化学，衛生工学 
 
甲種受験資格を認定 全技術部門 

 
消防設備点検資格 

者(特種・第１種・第２種)  
受講資格を認定 

第二次試験 

合格者 
機械，電気電子，化学，上下水道，衛生工学 

厚生労働省 

 
建築物環境衛生管理技術

者  
受講資格を認定 技術士 機械，電気電子，上下水道，衛生工学 

労働安全ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 
筆記試験一部免除 第二次試験 

合格者 

機械，船舶・海洋，航空・宇宙，電気電子， 

化学，金属，資源工学，建設， 

農業(農芸化学,農業土木)， 

森林(森林土木)，経営工学(生産ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ) 
 
受験資格を認定  全技術部門 

労働衛生ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 

 
筆記試験一部免除  第二次試験 

合格者者 

衛生工学 
 
受験資格を認定  全技術部門 

作業環境測定士 

(第１種・第２種) 

 
筆記試験一部免除  技術士 化学，金属，衛生工学，応用理学 

受験資格を認定 
第二次試験 

合格者 
全技術部門 

厚生労働省 

・環境省 

廃棄物処理施設技術管理

者 

 
申請資格を認定  第二次試験 

合格者 

化学，上下水道，衛生工学 
 
申請資格一部認定 上記技術部門以外の技術士 

経済産業省 

中小企業診断士 筆記試験一部免除 
第二次試験 

合格者 
情報工学 

ﾎﾞｲﾗ－・ﾀ－ﾋﾞﾝ主任技術

者(第１種・第２種) 

申請資格の一部とし

て認定 

第二次試験 

合格者 
機械 

 
〃 (特許庁)  弁理士 論文試験免除 技術士 全技術部門 

国土交通省 

 
気象予報士  学科試験免除 技術士 応用理学 

土木施工管理技士 

(１級・２級) 
学科試験免除 

第二次試験 

合格者 

建設，上下水道，農業(農業土木)， 

森林(森林土木)，水産(水産土木)、 

上記を選択科目とする総合技術監理 
 
電気工事施工管理技士 

(１級・２級)  
学科試験免除 

第二次試験 

合格者 

電気電子，建設、 

上記を選択科目とする総合技術監理 

管工事施工管理技士 

(１級・２級) 
学科試験免除 

第二次試験 

合格者 

機械(熱工学,流体工学)、上下水道、 

衛生工学， 

上記を選択科目とする総合技術監理 

造園施工管理技士 

(１級・２級) 
学科試験免除 

第二次試験 

合格者 

建設，農業(農業土木)， 

森林(林業,森林土木)， 

上記を選択科目とする総合技術監理 

土地区画整理士 学科試験免除 
第二次試験 

合格者 
建設(都市及び地方計画) 

地すべり防止工事士 一次審査を免除 技術士 

建設(土質及び基礎,河川､砂防及び海岸・海洋, 

道路)，農業(農業土木)，森林(森林土木)， 

応用理学(地球物理及び地球化学,地質)，環境 

推進工事技士 学科試験を免除 
第二次試験 

合格者 

建設，上下水道 

上記を選択科目とする総合技術監理 
 
舗装施工管理技術者 

(１級・２級)  
受験資格一部認定 

第二次試験 

合格者 
建設 

環境省 環境ｶｳﾝｾﾗ－ 

 
登録審査の加算要素

の一つとして認定  
技術士 環境，衛生工学等環境関連部門 

財務省 

厚生労働省 

農林水産省 

経済産業省 

国土交通省 

環境省 

特定工場における公害防

止管理者(ばい煙発生施

設、汚水等排出施設、騒音

発生施設､振動発生施設、

特定粉じん発生施設、一般

粉じん発生施設、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ

類発生施設) 

受講資格を認定 技術士 

機械(機械力学・制御,動力ｴﾈﾙｷﾞ－,熱工学, 

加工・ﾌｧｸﾄﾘｰｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ及び産業機械)， 

化学，金属(鉄鋼生産ｼｽﾃﾑ,非鉄生産ｼｽﾃﾑ)， 

上下水道，衛生工学(大気管理,水質管理)， 

農業(農芸化学)，応用理学(物理及び化学)， 

環境(環境保全計画,環境測定) 

  
※ 技術部門名のみは当該選択科目のすべてが対象


